
１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（島根２号機 設

計及び工事計画）【１１７】 

２．日 時：令和４年３月１５日 １０時００分～１２時３０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※・・・ＴＶ会議システムによる出席） 

  原子力規制庁： 

   新基準適合性審査チーム 

義崎管理官補佐、中村原子力規制専門員 

 

事業者： 

中国電力株式会社 

電源事業本部 担当部長（原子力管理） 他１８名※ 

中部電力株式会社 

    原子力本部 原子力部 設備設計グループ 主任※ 

電源開発株式会社 

    原子力技術部 炉心・安全室 課長代理 他１名※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

  ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

   発言者による確認はしていません。 

 

６．配付資料 

・なし 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:04 規制庁仲村です。それでは嶋委員 5 設工認のヒアリング、フィルターベントの

ヒアリング始めたいと思いますので、中国電力の方からご説明お願いします。 

0:00:17 中国電力の植田です。 

0:00:19 本日のヒアリングでは、原子炉格納施設の設計条件に関する説明資料のう

ち、格納容器フィルタベント系の設計について、 

0:00:29 前回ヒアリングの続き、別紙 1 から 6 をご説明いたします。 

0:00:34 また、構造強度に関する補足説明資料についても本日ご説明いたします。 

0:00:40 最初に説明資料確認させていただきます。 

0:00:44 説明資料につきましては前回 3 月 3 日のヒアリング時と同じ資料となります。 

0:00:53 それでは一つ目、Ｎ－Ｓ2－他－027 階 03 

0:01:00 二つ目、ＮＳＩＩ－．1－067。 

0:01:07 三つ目、Ｎ－Ｓ－．1－067、括弧日。 

0:01:13 四つめ、Ｎ－ＳⅡ－補－011 回、05、 

0:01:20 五つ目、Ｎ－ＳⅡ、岡 

0:01:23 -62 

0:01:25 六つ目、Ｎ－Ｓ－他－063。 

0:01:29 以上六つとなります。資料はお手元におそろいでしょうか。 

0:01:35 規制庁仲村です。はい。大丈夫ですよろしくお願いします。 

0:01:40 ありがとうございます。 

0:01:42 本日のヒアリングでは、構造強度に関する補足説明資料、補足 19、20 につい

てご説明させていただき、一度質疑応答した後に、 

0:01:53 別紙 1 から 6 及び関連補足説明資料を通しで説明させていただきます。 

0:02:00 それでは、Ｎ－Ｓ2－－011 回 05、 

0:02:06 の、149 ページお願いします。 

0:02:14 149 ページ補足の 19 ですが、 

0:02:17 こちらの資料につきましてはベント実施時に発生する荷重を整理しその影響を

確認しております。 

0:02:26 150 ページお願いします。 

0:02:29 ベント実施時にスクラバ容器に発生する荷重といたしましては、中段付近に記

載のａぽつからＣぽつに示します。 

0:02:40 これらについて、容器と内部構造物に対し、その荷重の影響を確認すること

で、 

0:02:47 構造強度に影響があるかないかを確認しております。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:02:51 なお、内部構造物の評価につきましては後程説明いたします補足の 20 でご

説明いたします。 

0:03:00 次ページ以降で、スクラバ容器本体に対する評価を示します。 

0:03:07 151 ページお願いします。 

0:03:11 2 ポツ 1 に、先ほどのポツ、スクラビング水の放出によるクリアリング荷重によ

る影響を示します。 

0:03:19 スクラバ容器内の圧力はクリアリング荷重による圧力を考慮しても、最高使用

圧力以下であり、最高使用圧力に対する強度評価に包絡されるため、影響は

ないものと考えております。 

0:03:34 152 ページをお願いします。 

0:03:38 2 ポツ 2 に、ｂポツ、窒素ガス紛失時のクリアリング荷重による影響を示しま

す。 

0:03:46 窒素ガス紛失時、気泡の形成による荷重等がスクラバ容器内面に採用します

が、 

0:03:53 窒素ガス紛失時気泡は瞬時に水面に到達することから、気泡の膨張収縮によ

る圧力脈動による影響は小さいと考えられ、 

0:04:05 水面上昇もわずかであることから、スクラバ容器の影響は軽微であると考えて

おります。 

0:04:12 続きまして、2 ポツ 3 に、 

0:04:16 ｃポツ、蒸気噴出時の蒸気凝縮による荷重による影響を示します。 

0:04:23 運転環境を模擬した試験にて計測された圧力変動は、 

0:04:28 疲労破損を生じさせるような変動ではなく、 

0:04:32 また、最大値が作用した場合においても、 

0:04:35 2 ポツ 1 でご説明いたしましたベントガス紛失におけるスクラバ容器の強度評

価に包絡されるため、影響はないものと考えております。 

0:04:47 以上が補足の 19 のご説明となります。 

0:04:53 続きまして、 

0:04:55 159 ページをお願いします。 

0:05:00 補足の 20 では、 

0:05:03 スクラバ容器の内部構造物に対する強度の影響を説明しております。 

0:05:09 設置許可審査においては、先ほど説明いたしましたクリアリング荷重がかかる

分岐管等の強度を説明しておりましたが、 

0:05:21 工事計画審査においては、設置許可審査時の説明に加えて、盤バウンダリー

を構成する部位について、その評価結果を示しております。 

0:05:32 159 ページからきゃスクラバ容器の評価をしております。 
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0:05:37 162 ページをお願いします。 

0:05:42 （2）応力評価部位に示す部位について、構造評価を示しております。 

0:05:49 こちらの部位の選定についてはバウンダリとなる機器を選定しており、バウン

ダリーが維持できない場合に各フィルターをバイパスしてしまう恐れがあるた

め、 

0:05:59 これらの部位を選定しております。 

0:06:03 165 ページお願いします。 

0:06:08 協賛応力評価部位の詳細。 

0:06:12 に示す評価方法を用いて各部の発生応力を算出しております。 

0:06:20 166 ページをお願いします。 

0:06:24 兵庫許容応力に各部の許容力を示しております。 

0:06:29 これらの協力は、設計建設規格に基づき設定をしております。 

0:06:35 168 ページをお願いします。 

0:06:41 表 8 内部構造物評価法に示す評価方法の欄に示します式により、各応力を

算出しております。 

0:06:53 174 ページをお願いします。 

0:06:59 1.5 に評価結果を示します。 

0:07:03 各部位の評価結果を、 

0:07:05 確認したところ、すべての部位で許容力を満足することを確認いたしました。 

0:07:12 176 ページ以降銀ゼオライト容器についても評価を記載しておりますが、 

0:07:17 評価の流れについては同様であるため本日は説明を割愛させていただきま

す。 

0:07:24 以上が補足の 20 になります。 

0:07:29 以上で構造強度に関する補足説明資料の説明は終わりとなります。 

0:07:36 ご確認事項等ございましたらよろしくお願いします。 

0:07:47 規制庁中根瀬戸Ｗｅｂの方から、どなたか何かありますでしょうか。 

0:08:02 すいませんウダガワですけれども。 

0:08:06 160 何当時の 167 ページの表 6。 

0:08:12 Ｌ03 のクリアリングか 10ＡのＦ一位の、 

0:08:17 算出方法について説明いただけますでしょうか。 

0:08:29 中国電力の植田です。同じ補足説明資料の通しページで 191 ページをお願い

します。 

0:08:40 こちらでスクラバ容器の内部配管に作用する流体力ということで先ほどのクリ

アリング荷重を含めた荷重を説明しておりまして、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:08:52 弁当時に発生する荷重としては 0－1 に示す、ベントスクラビング水排出時の

ベンチュリノズルに左右する荷重、 

0:09:02 が、先ほどのクリアリング荷重で②に示すベントガス噴出時の荷重というもの

がありまして、 

0:09:10 192 ページではクリアリング荷重の、 

0:09:14 を計算しております。詳細な計算については 193 ページのほうに示しておりま

して、 

0:09:21 一番下、よって、ＦＹ＝のところに記載しております荷重がクリアリング荷重とし

て発生いたします。 

0:09:29 194 ページをお願いします。 

0:09:33 こちらで先ほど二つ目の荷重としてご説明させていただきましたベントガス紛

失荷重といったものを計算しておりまして、こちらも最下から 2、 

0:09:45 3 段落目、よって、不安＝ 

0:09:49 のところに示す荷重がかかっておりまして、 

0:09:53 双方を比較して一番大きい方ということで栗崎、先ほど説明させていただきま

した丸野市の荷重の方、クリアリング荷重を選定しております。 

0:10:04 以上です。 

0:10:11 はいわかります算出過程で用いている。 

0:10:15 圧力とか流速のパラメーターはどうやって求めたんでしょうか。 

0:10:25 中国電力の上田です。193 ページをお願いします。 

0:10:31 こちらで、各部の各パラメーターの方設定しておりまして、 

0:10:37 圧力についてはＰＩとＰＯ、 

0:10:40 それぞれ設定をしておりましてＰＩ側については、原子炉格納容器の最高使用

圧力の二倍、 

0:10:47 ＰＯ側については大気圧を設定しておりまして絶対圧で書いておりますので、

大気圧の方はゼロにはなっておりません。 

0:10:56 こちらの数値を用いて、部岩井部岩井恵奈の流速の方を計算させしておりまし

て、その結果から、 

0:11:06 クリアリング荷重というのを算出しております。以上です。 

0:11:13 わかりました 

0:11:14 最高使用圧力を設定するということで、非常に保守的な値になってるってこと

はわかりました。 

0:11:22 で、あとちょっとわからなかったのが、193 ページのＦ1 と 194 の不一致をそれ

ぞれ求めているんですけど、 

0:11:34 この 
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0:11:35 何が違うか、もう一度説明いただけますでしょうか。 

0:11:44 中国電力の上田です。191 ページをお願いします。 

0:11:50 こちらの①、②の方が先ほどのクリアリング荷重とベントガス紛失時の荷重と

いうことでそれぞれ、不安っていう希望にはなってますけどそれぞれを算出し

たものになりまして、 

0:12:03 丸の 1 については弁当実施直後に、入口配管等に入ってるスクラビング水

を、 

0:12:12 ベントガス事前窒素封入された窒素ガスが押し出す形にはなるんですけど、ス

クラビング水を押し出した時の荷重がまず、 

0:12:22 内部にかかるといった荷重になっております。丸の 2 番についてはその後出

てくる窒素ガスが、今度またベンチュリノズルのところに荷重をかけているとい

うことで、 

0:12:34 二つの荷重はそれぞれちょっとタイミングが違うということで別荷重として評価

しております。以上です。 

0:12:49 わかりました。 

0:12:55 169 ページをお願いします。 

0:12:58 衛藤 169 ページの、 

0:13:03 今日なんですけれども、 

0:13:06 今ご説明いただいた、 

0:13:08 Ｆ。 

0:13:09 については、 

0:13:13 3 行目のクリアリング荷重のＦに入力しているという理解でよろしいでしょうか。 

0:13:26 中国電力の上田です。 

0:13:29 3 行目といいますのが評価部位でいうベンチュリノズル取付ボルトの欄である

と思っておりまして、そちらについてはクリアリング荷重がかかりますので、評

価方法に記載の欄のＦ、 

0:13:43 2 クリアリング荷重による実軸力ということで、こちらを 

0:13:49 入力する形で、応力を出しているものになります。以上です。 

0:13:56 ありました。 

0:13:57 同じ表今日の 

0:13:59 一行目の、 

0:14:02 ベンチュリノズルカバープレートのクリアリング荷重にはＦが、 

0:14:07 入ってないようなんですけど、どのようにクリアリング荷重を考慮しているの

か、説明いただけますでしょうか。 

0:14:26 中国電力植田です少々お待ちください。 
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0:15:06 中国電力の植田です。 

0:15:09 Ｆにつきましては、こちらの式でいう、 

0:15:14 モーメント、Ｍを算出する中で使用しているということでこの式上は示せており

ませんが、先ほどのクリアリング荷重Ｆ案を、 

0:15:25 モーメントに仮換算したものをこちらに入力して、 

0:15:29 応力を出しているという形になります。以上です。 

0:15:35 はいわかりました。 

0:15:38 一体ワンサービスパワー 

0:15:40 以上になります。 

0:15:51 施設ハットリですけど、よろしいでしょうか。 

0:15:56 お願いします。 

0:15:58 そうですね。 

0:16:01 応力を評価する際に投資の 

0:16:05 168 ページから、表 5 で、理論式が書いてあって、172 ページに、 

0:16:17 梁モデルですね、173 ページがシェルモデルっていうふうに、三つのやり方で

混在して使い分けてるようなんですが、結果として、174 から 175 ページにあ

る。 

0:16:30 今日の 9 から 13 なんですが、このモデル核や、公式とかモデル化、モデルな

んかと、 

0:16:38 この結果とのそれぞれの対応はどうなってるんでしょうか、どれが。 

0:16:43 どのやり方を使って、それぞれ、この表 9 から 13 ができてるんでしょうか。 

0:16:55 中国電力の植田です。 

0:16:58 供給から表 13 のところにつきましてＰワンピース等の応力種類ということで、

各応力の評価部位を記載しておりまして、 

0:17:11 それらが、先ほどご説明させていただきました 168 ページの表、 

0:17:17 8 の評価部のＰワン 

0:17:20 括弧入口配管等の評価部。 

0:17:24 同じ。 

0:17:26 ものになっておりますのでこちらの表の算出方法、やはり入口配管で言います

と、内圧による下応力を算出いたしましてそちらを組み合わせ応力として、 

0:17:38 算出した結果を、 

0:17:40 今日の給油の方で評価している。 

0:17:44 形になります。 

0:17:46 以上です。 
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0:17:50 規制庁羽鳥です。表 5－9 から 13 はそうするとすべてこれ、理論式で出てきて

る結果っていうことでしょうか。 

0:18:03 中国電力の植田です。 

0:18:07 168 ページの表の 8 の方お願いします。 

0:18:12 こちらでお示ししております、ＢＩＩ分岐管というところで評価部位といたしまして

は分岐管とベンチュリノズル取り合いフランジのつけ根分。 

0:18:23 トブン期間サポートにつきましては、解析により評価しておりまして、172 ペー

ジ 173 ページの方にお示ししておりますモデルにより、 

0:18:35 各部の応力を算出しております。 

0:18:38 なので、174 ページ。 

0:18:42 後、押しお示しさせていただいております表の 9。 

0:18:46 て言いますと、ＢＩＩの分岐管、 

0:18:49 とＡＰ同じＰⅡですがベンチュリノズル取り合いフランジつけ根分。 

0:18:54 宇都表の中、 

0:18:57 も、ＰⅡ分岐管サポートでお示しさせていただき待っております時につきまして

は解析により、 

0:19:05 算出したものになります。それ以外については、理論式により算出したものに

なります。以上です。 

0:19:14 施設のハットリです。わかります対応わかりました 9、表 9 の、 

0:19:21 うちと表示の一つと。 

0:19:23 はい、わかりました。私から以上です。 

0:19:34 規制庁の吉崎です。先ほど宇田川が言ってたページで 162 ページの、 

0:19:41 ベンチュリノズルの 

0:19:44 図のところなんですけども、9、100 が 192 ページですね。 

0:19:51 ちょっと水位の関係で少し前回、ちょっと肝記憶を取り戻しながらですけども、

カンケイスイの水と、 

0:20:01 ベンチの長さだと、少しここの頭が出ちゃうような推移になってるので、 

0:20:10 この 

0:20:11 水位設定するときの 0Ｂのところは、この図で言うと、どこなのか、明確にして

いただきたいんですけども、可能でしょうか。説明できれば説明ください。 

0:20:54 規制庁の井関ですと聞こえているでしょうか。 

0:20:58 中国電力の内藤です。 

0:21:00 すいませんマスキング内容かどうかちょっと、 

0:21:03 確認しないと回答が難しいのですが、 

0:21:09 0ｍｍの場所はわかっております。 
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0:21:13 ちょっと、 

0:21:14 うまく確認しております。 

0:21:17 回答が 6 場できるかどうかを、 

0:21:21 以上です。 

0:21:23 規制庁の井関麻生であれば 02 のところの、 

0:21:29 場所を示していただきたいっていうと文章中で要は、どこで 0 とするとかってい

うのが、記載があればそれでいいんですけど。 

0:21:36 記載とあわせてその図示で、 

0:21:40 スクラビング野洲Ｅ－0 三野支店はここですというのがわかれば、 

0:21:45 最低水位と、この弁チーズの高さの関係がわかるので、 

0:21:52 趣旨としてはその頭が出ないよねっていう確認をしたいだけなんですけども。 

0:21:56 可能でしょうか。 

0:22:01 中国電力の内藤です。 

0:22:03 はい。0ｍｍとしてる位置。 

0:22:06 を示したいと思います。 

0:22:10 少々お待ちください。 

0:22:19 はい。0 ミズノ 1 と   の位置がどこなのかというのは示したいと思います。以

上です。 

0:22:31 規制庁ナカムラすみません先ほど、数値がますじゃないでしょうか。 

0:22:42 中国電力内藤です。失礼いたしました。     ますが削除お願いします。 

0:22:51 規制庁の吉武です。せっかく注意してたんですけど、しょうがないすね、後で

ね。で、聞きたかったのは、この最低水位と、このスプレイリングのベンチュリノ

ズルの頭のところが、 

0:23:05 露出しないよねって確認したかったんですけども、それは、 

0:23:09 どうでしょうか。 

0:23:14 中国電力の植田です。そちらについては後程別紙の 4 の方で水の話をさせて

いただくときに詳細にご説明はいたしますが、運転中を通じて、 

0:23:25 最低水位になることはなくてその最低水位につきましてはベンチュリノズルの

頭よりも高い位置に設定をしております。以上です。 

0:23:37 規制庁の吉田です。はい、わかりました。了解しまし。 

0:23:41 私から以上です。 

0:23:49 規制庁仲村ですすみませんと私が理解できてないんで、確認なんですけど 

0:23:56 120、172 ページのＢモデルと、 

0:24:02 173 のシェルモデル。 

0:24:04 で、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:24:05 前回のところで、 

0:24:08 ベンチュリノズルの予備ちょっと移行当時てる部分があるっていうことで、お話

があったと思うんですけど、 

0:24:16 藤委員モデルの方だと、それが図示されてると思うんですけど、シェルモデル

で実施されないって何か、解析に必要ないかとかそういうことですかね。 

0:24:35 中国電力植田です。少々お待ちください。 

0:25:18 中国電力の植田です。お待たせいたしました。 

0:25:26 169 ページをお願いします。 

0:25:31 こちらの表はちいでベンチュリノズルの荷重の評価についてご説明をさせてい

ただいておりまして、ベンチュリノズルにつきましては、 

0:25:41 解析で求めたものではなくて、 

0:25:44 理論式により算出したものになっておりますので、モデル上、ベンチュリのブル

ーについては、表現を、 

0:25:53 モデル化されていないというところです。で、 

0:25:56 先ほど、つけ根部分につきましては、これ解析により評価しておりますので、

評価対象とするつけ根分をモデル化しているものとなります。 

0:26:07 以上です。 

0:26:16 規制庁中瀬つけ根分っていうのはすいませんちょっとマッチングだと思うんす

けど、どんなベンチュリノズルのスケールっていうことで、 

0:26:34 中国電力の植田です。 

0:26:36 こちらの 173 ページの図 5 でいいます、緑色の範囲と黄色の範囲の、 

0:26:44 ちょうど境界の辺りを示しております。以上です。 

0:26:58 規制庁ナカニシ経年がその境界、 

0:27:02 ていうのは理解したんですけど、そうなると、 

0:27:08 シェルモデルの 

0:27:10 閉じてる部分っていうのも、その協会はあるんじゃないかなと思うんでそこはい

かがでしょうか。 

0:27:34 中国電力植田です。少々お待ちください。 

0:28:05 中国電力植田です。もう、少し確認とさせていただきますので、後程ご回答と

いう形をさせていただきたいと思います。 

0:28:15 その他ございましたらよろしくお願いします。 

0:28:18 規制庁、仲村ですわかりましたちょっとそもそものちょっと疑問としては、なぜ

違うのかっていうことでさっき理論式、日本城野式を使っておられたっていうこ

とん日本式で、 

0:28:31 評価されたってことなんすけどそうなると、 
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0:28:34 別にそのモデルが一緒でもいいんじゃないは、Ｂモデルとするものに、モデル

違いますけど構造は一緒でもいいんじゃないかなと思ったんで片方違うってい

うのがちょっと疑問だったのでそこそもそも趣旨はそういうことなので、 

0:28:47 それも含めて、またご回答いただけますよろしくお願いします。 

0:28:54 中国電力上田です。了解いたしました。 

0:29:05 とは、規制庁中道衛藤。 

0:29:08 例えば山野ホリノさん何かありますでしょうか。 

0:29:14 規制庁堀野です。ちょっと教えていただきたいんですが、 

0:29:18 通しページの 167 ページに 

0:29:22 過剰条件がありますけれども、 

0:29:25 ここで用いてる荷重は一次応力に関係するものなんですけども、 

0:29:31 一次＋二次っていいますか共同計算がそれが出てくるんですけど、 

0:29:36 この場合は自己自主 

0:29:40 の話なんでそういうのはいらないってことだと思うんですけど、それはどっかに

断ってありますでしょうか。 

0:30:06 中国電力の上田です。ご認識の通り、フィルタベント系につきましては事故時

に起動する回数が少なく、また二次応力の代表としてよく考えられています。 

0:30:21 熱影響につきましても最初の 1 回の昇温でほとんど終わってしまいますので、

二次応力ではなくて一次の方で評価をさせていただいております。 

0:30:33 こちらについてご説明を記載しておりませんので、記載の方検討させていただ

ければと思います。以上です。 

0:30:41 規制庁堀野ですよろしくお願いします。私からは以上です。 

0:30:54 規制庁仲村です。はい。では、とりあえず、先ほどのご説明の、こちらからのコ

メントは以上となりますので、 

0:31:04 続いて、別紙 1 以降のご説明をお願いできると思いますがよろしいでしょう

か。 

0:31:14 中国電力上田です。 

0:31:16 それでは比較表のほうを用いてご説明させていただきます。 

0:31:22 資料番号Ｎ－Ｓ2.1－067 括弧日、 

0:31:28 －132 ページをお願いします。 

0:31:33 別紙の 1 では、格納容器フィルタベント系の可燃性ガスの爆発防止対策につ

いてご説明いたします。 

0:31:42 格納容器フィルタベント系は、系統内で可燃性ガスの爆発が発生した場合に

期待している放射性物質低減効果を喪失する恐れや、 
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0:31:53 保持している放射性物質を外部に放出する恐れがあるため、設計及び運用に

より、系統内での可燃性ガス爆発を防止しております。 

0:32:05 133 ページをお願いします。 

0:32:09 （2）では、各系統の運転状態における設計上の考慮を説明しております。 

0:32:17 ポツではプラント通常運転中についてご説明いたします。 

0:32:22 プラント通常運転中においては、格納容器と同様に、系統内を窒素ガスで不

活性化する設計としております。 

0:32:31 134 ページをお願いします。 

0:32:35 ｂポツにつきましては、重大事故等時において、ベント実施前の状況を説明し

ております。 

0:32:43 ベント実施前については、原子炉格納容器からのガス流入がないため、不活

性化が維持されているものとなります。 

0:32:54 136 ページをお願いします。 

0:32:57 ｃポツの方で、ベント実施直後の方をご説明させていただきます。 

0:33:03 ベント実施直後は、ベントガス中の蒸気がスクラビング水によって凝縮させるさ

れた場合、酸素濃度が上昇することで水素爆発が発生する恐れがあります

が、 

0:33:16 原子炉格納容器内の酸素濃度を監視し、酸素濃度の可燃限界に対し、計器

誤差、余裕を考慮し、ベント実施基準を設定していること。 

0:33:27 ベント実施直後のベントガスの組成としては、水蒸気、水素ガス、窒素ガスが

支配的であり、酸素ガスがほとんど含まれていないこと。 

0:33:38 また、格納容器フィルタベント系の系統内が不活性化されているため、 

0:33:43 仮にベントガス中の蒸気すべてがスクラビング水によって凝縮された場合にお

いても水素爆発は発生しないと考えております。 

0:33:54 137 ページお願いします。 

0:33:59 カッコｄで枝管における、 

0:34:02 水素ガス及び酸素ガスの蓄積について説明しております。 

0:34:08 こちらにつきまして評価対象とする枝管に先行審査プラントと差異がありまし

て、島根 2 号機は、今後ガスの蓄積が生じる可能性がレーダー管として、 

0:34:20 ガイドラインに従い、上向き枝管と水平枝管のうち、上り勾配があるものを選

定しております。 

0:34:28 また、水平高のうち、勾配がないものについて、ガイドラインでは、今後ガスが

蓄積する可能性がある枝管として、評価対象に、 

0:34:38 なっていませんが、水平配管、上り勾配のある、 

0:34:43 枝管の評価方法を準用し参考に評価しております。 
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0:34:48 評価方法については補足説明資料を準備しておりますので、後程説明させて

いただきます。 

0:34:58 140 ページお願いします。 

0:35:02 表の 1－1 に評価結果を示します。 

0:35:07 評価対象とした水、水ヒダカン。 

0:35:10 等につきまして混合ガス蓄積の可能性がないことを確認しました。 

0:35:16 なお、丸の中で示します、非常用ガス処理系との隔離弁までの枝管について

は、 

0:35:23 上向き分岐する組み合わせだかんであり、次、今後ガスの蓄積する可能性が

あることからバイパスラインを設置いたします。 

0:35:33 142 ページお願いします。 

0:35:37 1－5 に、先ほど設置いたしますと説明いたしました、バイパスラインを図示し

ております。 

0:35:44 緑色で着色した枝管が、非常用が処理系と隔離弁までの枝管となります。 

0:35:52 Ｖ26－12 の上流側で上向きに分岐している黄色い売買ラインがバイパスライ

ンとなり、 

0:36:00 ベント実施時には連続して、 

0:36:03 ライン内緑色のラインのガスを主配管側に排出していきます。 

0:36:12 144 ページをお願いします。 

0:36:16 こちらの黄色ハッチング部分について、用語の統一のため、水素ガスに記載

を適正化しております。 

0:36:25 146 ページをお願いします。 

0:36:29 ｄポツで系統運転状態に対する評価の説明に戻らさせていただきます。 

0:36:35 こちらでは、費用粛清ガス排出後、 

0:36:39 についてご説明させていただきます。 

0:36:43 可燃性ガスを含む非凝縮性ガスの排出。 

0:36:47 した後の状態であるため格納容器はほぼ水蒸気で満たされており、系統へ流

入するガスもほぼ水蒸気であると。 

0:36:55 であるため、 

0:36:56 水素爆発はしないと考えております。 

0:37:01 147 ページをお願いします。 

0:37:04 2 ポツで、事故収束状態の、 

0:37:08 ご説明をさせていただきます。 

0:37:10 ベント停止後、スクラビング水の放射線分解により、 

0:37:14 水素ガス及び酸素ガスが発生するため、 
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0:37:18 ベント停止前には、可搬式窒素供給装置により窒素ガスを供給し、 

0:37:23 ベント停止後も連続的に窒素ガスを供給することで、系統内をパージし、水素

バス水素爆発を防止します。 

0:37:36 151 ページお願いします。 

0:37:40 こちらの黄色ハッチング部分について、用語の統一のため、適正化をさせてい

ただいております。 

0:37:49 154 ページをお願いします。 

0:37:53 2 ポツ、第 1 弁とフィルター格納槽ということで、格納槽内に水素ガスが漏えい

した場合の評価を実施しております。 

0:38:02 こちらにつきましては島根 2 号機はスクラバ容器他を地下の格納槽に設置し

ておりまして、スクラバ容器等から水素ガスが漏えいした場合に、 

0:38:12 水素爆発を発生する可能性があるため評価をしております。 

0:38:17 また、二つ目の相違理由のところに記載しておりますが、イシマル 2 号機のス

クラバ容器のマンホールは溶接構造となっており、漏えい防止を考慮した設計

としておりますので、 

0:38:29 スクラバ容器からの漏は漏えい経路として考慮しておらず、銀ゼオライト容器

に附属しておりますフランジからの漏えいを想定して評価しております。 

0:38:44 157 ページをお願いします。 

0:38:48 表の 2－1 に評価条件を示しております。 

0:38:52 こちらの漏えい。 

0:38:55 条件につきましては、有効性評価結果等の相違により評価条件が先行審査プ

ラントとは異なっております。 

0:39:04 Ｃポツに漏えい評価結果を示します。 

0:39:09 先ほどの評価条件の相違により評価結果が異なりますが評価方法について

大きな相違はなく、 

0:39:17 また、影可燃限界以下に維持されていることを確認しました。 

0:39:26 168 ページをお願いします。 

0:39:31 こちらから別紙 2 のご説明になります。別紙の 2 では格納容器フィルタベント

系の系統設計条件を示しております。 

0:39:40 表の 1－1 に示す設計条件について、次ページ以降、詳細にご説明させてい

ただきます。 

0:39:49 169 ページお願いします。 

0:39:52 2 ポツ、最高使用圧力及び最高使用温度になります。こちらで、島根 2 号機の

特徴がございまして、最高使用圧力については先日ご説明させていただいた

通り、 
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0:40:05 流量制限オリフィスでの減圧を考慮し、オリフィスの上流側と下流側で異なる

最高設定使用圧 0 最高主圧力を設定しております。 

0:40:17 170 ページお願いします。 

0:40:20 図 2－1 に各部の圧力挙動を示しております。真ん中付近にオリフィス入口出

口の圧力を示しており、 

0:40:30 先ほどご説明しいたしましたオリフィスの減圧を示しております。 

0:40:38 172 ページをお願いします。 

0:40:41 3 ポツでは、系統流量の設定についてご説明させていただきます。 

0:40:47 冷凍流量につきましては格納容器圧力が 1Ｐｄの時に定格熱出力の 1％が排

出できるように設定をしております。 

0:40:59 173 ページお願いします。 

0:41:03 4 ポツでは、スクラバ容器内の発熱量、 

0:41:07 をご説明いたします。 

0:41:09 スクラバ容器内の発熱量は、ベント実施時の原子炉の崩壊熱に対し、格納容

器への放出割合等を考慮し設定をしております。 

0:41:23 176 ページをお願いします。 

0:41:26 5 ポツでは、エアロゾル移行量についてご説明いたします。 

0:41:31 エアロゾル移行量につきましては、核分裂生成物の炉内内蔵量、 

0:41:37 2、格納容器への放出割合等を考慮して算出した。 

0:41:41 量に対して、海外規制の、 

0:41:44 規定を踏まえ、 

0:41:45 設定をしております。 

0:41:49 178 ページをお願いします。 

0:41:54 こちらのページの黄色ハッチング部分について、用語の統一のためぺデスタ

ルを原子炉格納容器下部に適正化しております。 

0:42:05 180 ページをお願いします。 

0:42:10 医師さんにつきましては流量制限オリフィスの設定方法についてご説明させて

いただきます。 

0:42:17 島根 2 号機は格納容器圧力が 1Ｐｄのときに設計流量が流れるようオリフィス

の流出断面積を設定しておりまして、具体的にはページ下の方になりますが、 

0:42:30 ①から③に示すように、オリフィス上流側、下流側の圧力条件を求め、この条

件下で設計流量替えられるよう、流出断面積を設定しております。 

0:42:47 186 ページをお願いします。 

0:42:52 それから別紙 4 のご説明となります。 
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0:42:57 別紙 4 では、スクラビング水の水位の設定根拠とその健全性について説明し

ております。 

0:43:07 こちらにつきまして島根 2 号機と新先行審査プラントとの相違がございまして、

島根 2 号機は保有水をベント実施中の水位評価により設定しておりまして、 

0:43:18 ベント実施中にスクラビング水の排水補給が不要な設計としており、 

0:43:24 先行審査プラントのうち柏崎 7 号と、水位設定の考え方が異なるため、本比較

表では東海第 2 との比較を記載しております。 

0:43:35 なお、東海第 2 等の評価方法に大きな違いはなく、数値等が異なっているも

のと考えております。 

0:43:44 76 ページの下段の方、管理値遂行、通常水位待機時の遂行につきましては、

ベント開始初期における凝縮水による水位上昇を考慮しても、 

0:43:58 上限水位として設定した水位に至らないことを確認して設定しております。 

0:44:04 188 ページをお願いします。 

0:44:08 1.2 にお示しいたします通り、管理値の推定につきましては、系統設計条件、 

0:44:16 となっておりますスクラバ容器内の発熱量、 

0:44:19 に対し水位低下が 24 時間以上継続しても下限水位に至らないことを確認し設

定しております。 

0:44:29 190 ページをお願いします。 

0:44:32 マスキング内の黄色ハッチング部分になりますが、こちらの記載について先行

審査プラントの記載を参考に記載を拡充しております。 

0:44:48 197 ページお願いします。 

0:44:52 1.3 では、実際のベント時のスクラバ容器内の発熱量用いて水位挙動を評価

し、 

0:44:59 事象発生後 7 日間の数、水の補給が不要なことを確認しております。 

0:45:06 197 ページ下段の下の方の黄色ハッチング部ですが、後程説明いたします

201 ページの図 1－3 に示すように、 

0:45:17 水位挙動の評価ではウェットウェルベントとＤ／Ｗベントそれぞれに対して評

価を実施しておりまして、ドライウェルベント時の条件の記載がなかったため追

記をしております。 

0:45:29 また別途植えるベント時の条件について単位キロワットまでマスキング範囲に

含めておりましたが単位につきましては、マスキング範囲から除外させていた

だいております。 

0:45:43 199 ページお願いします。 

0:45:47 こちらのページの黄色ハッチング部につきましても先ほどのドライウェルベント

時の発熱量の条件の追記をさせていただいております。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:45:58 また、の 3、上のベント時間の方に記載しております。＊ 

0:46:04 の 1 を、もともとは、スクラバ容器内発熱量の方に記載しておりましたが、ベン

ト時間に関する注記のため、記載のほうを訂正させていただいております。 

0:46:18 201 ページお願いします。 

0:46:21 図 1 の差に、 

0:46:23 示すように、弁当実施開始から 7 日間につきましては、 

0:46:29 上限水位、下限水位に至ることはなく排水補給ともに不要なことを確認してお

ります。 

0:46:37 202 ページお願いします。 

0:46:41 2 ポツ、 

0:46:42 スクラビング水の健全性のうち、スクラビング水のｐＨについての 

0:46:47 評価結果をご説明させていただきます。 

0:46:51 ラビング水は、無機ヨウ素をスクラビング水中に捕集、保持するためにアルカ

リ性の状態を維持する必要がありますが、 

0:46:59 事故当時におきましては、格納容器内からの、 

0:47:03 3 の移行が考えられますので、これらの酸の量に対してアルカリ性を維持でき

ることを本項では確認さしています。 

0:47:12 また、凝縮水による記者食うが発生する可能性もありますので、今日、凝縮水

による希釈についても考慮した評価となっております。 

0:47:23 205 ページをお願いします。 

0:47:28 こちらのページの黄色ハッチング部分につきまして先ほど説明させていただい

た内容と同じく、ペデスタルについて原子炉格納容器下部に適正化させてい

ただいております。 

0:47:41 207 ページお願いします。 

0:47:45 こちらにつきましても同様に黄色ハッチング部の方、適正化させていただいて

おります。 

0:47:53 209 ページお願いします。 

0:47:57 マスキングの中にある黄色ハッチング部ですが、もともと薬品名と 4 名が混在

していたため、今回、4 名に統一させていただいております。 

0:48:10 210 ページをお願いします。 

0:48:13 210 ページの黄色ハッチング物について、記載の統一のため適正化をしてお

ります。 

0:48:22 211 ページお願いします。 

0:48:26 こちらの黄色ハッチング部につきましても先ほどの記載の適正化と同様に、他

の記載と合わせる形で適正化をさせていただいております。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:48:38 213 ページをお願いします。 

0:48:43 203 ページ、13 ページに評価結果を示しており、凝縮水による希釈を考慮して

も、十分にアルカリ性を維持できることを確認しております。 

0:48:56 217 ページをお願いします。 

0:49:02 2.2 ではスクラビング水の粘性による影響を評価しております。 

0:49:07 ベント実施により、格納容器からエアロゾルが移行すると、スクラビング水の粘

性が変化し、除去性能に影響する可能性があることから、 

0:49:17 その影響を評価しております。 

0:49:20 評価結果として、エアロゾルの移行による粘性が変化したとしても、その変化

の量は十分小さく、除去性能に影響はないと。 

0:49:30 いうことを確認いたしました。 

0:49:33 218 ページをお願いします。 

0:49:36 ホームページの黄色ハッチング部分について誤記がございましたので表番号

を訂正させていただいております。 

0:49:44 220 ページをお願いします。 

0:49:48 220 ページの黄色ハッチング部分につきまして、引用文献と参考文献といった

記載が混在しておりましたので、委員参考文献。 

0:49:58 に統一させていただいております。 

0:50:03 223 ページお願いします。 

0:50:07 ホームページの黄色ハッチング部につきまして、単位を他の記載と統一するこ

と、観点から適正化させていただいております。 

0:50:19 225 ページお願いします。 

0:50:24 225 ページの黄色ハッチング部分につきまして、記載の明確化のため適正化

をしております。 

0:50:32 226 ページをお願いします。 

0:50:36 226 ページの黄色ハッチング部分につきましては先行審査プラントの記載を参

考に記載を適正化しております。 

0:50:47 230 ページをお願いします。 

0:50:51 別紙の 5 では、フィルタベント系隔離弁の人力操作について説明します。 

0:50:57 久納容器フィルターベント系の隔離弁は中央制御室からの操作ができない場

合にも、現場の隔離弁操作場所から遠隔手動弁操作機構を介して人力により

弁を操作できる設計としております。 

0:51:13 遠隔手動弁操作機構による操作は、原子炉附属棟から可能であり、重大事故

等時の作業員の放射線被ばくを考慮した設計としております。 

0:51:24 231 ページをお願いします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:51:28 図 1、図 2 について、弁名称の統一のため、 

0:51:33 記載を適正化しております。 

0:51:36 232 ページをお願いします。 

0:51:40 図 1－3 についても、先ほどのページを同じように、弁明書の統一のため、 

0:51:46 記載を適正化しております。 

0:51:50 以上が別紙の 1 から 5 のご説明となりまして別紙の 6 についてはちょっと説

明者のほうを交代させていただきますので、先に関連補足説明資料、 

0:52:01 ご説明をさせていただきます。 

0:52:04 Ｎ－Ｓ2－ホ－011 回 05－284 ページをお願いします。 

0:52:15 6－30 では、先ほど別紙の 1 でご説明いたしましたヒダカに対する今後ガスの

蓄積評価を補足説、補足する説明資料を作成しております。 

0:52:28 今回評価対象につきましては主ラインから分岐する配管のうち、上向き枝管に

ついては、主ラインの内部流体の流れにより、枝管内に換気流れが発生し、 

0:52:40 この換気流れが江田管内二相に侵入することができる、可能な深さを評価す

ることで、蓄積の可能性を評価しております。 

0:52:51 また、水平配管のうち上り勾配のある枝管につきましては、今後ガスの濃度山

に起因する自然対流と、枝管内の内部流体の凝縮による、 

0:53:03 主ラインの内部流体への 

0:53:06 内部流体の、 

0:53:08 枝管への流入のバランスにより、混合ガスが可燃限界を超えて蓄積しない長

さが決まる。 

0:53:15 ており、この長さを評価することで、 

0:53:18 蓄積の可能性の評価をしております。 

0:53:22 285 ページをお願いします。 

0:53:26 図 1 に評価対象とする枝管の系統上の位置を示します。 

0:53:33 286 ページをお願いします。 

0:53:37 286 ページ。 

0:53:40 287 ページでは評価対象とする枝管の鳥瞰図を示しております。 

0:53:48 287 ページをお願いします。 

0:53:51 2 ポツ、評価内容で、 

0:53:54 実際の評価対象として、 

0:53:56 上向き枝管と上り勾配の水平だ間は、島根 2 号機がございませんので勾配の

ない水平高についての評価を示しております。 

0:54:07 水平の内、Ｒ勾配のない水平高につきましては、ガイドラインの評価方法に従

い、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:54:14 ＮバーＤ、 

0:54:16 を求めて、不燃限界長さの判定値を比較することで、今後ガスの 

0:54:22 蓄積可能性について評価をしております。 

0:54:26 また、組み合わせ高につきましては、別紙 1 側でもご説明した通り、今後ガス

の可燃限界を超えて蓄積する可能性があることから、 

0:54:37 ＬバーＤ等による評価ではなく、バイトバイパスラインを設置することで対策を

講じているものとなります。 

0:54:45 288 ページをお願いします。 

0:54:49 2.3 に先ほどご説明いたしました。 

0:54:52 水平配管のうち勾配のない早い枝管についての評価結果を示します。 

0:54:58 こちらのＬバーＤの欄と、不燃限界長さの判定値の欄を比較し、 

0:55:05 不燃限界長さの判定値以下であることを確認いたしましたので、 

0:55:10 すべての配管において今後ガスの蓄積の可能性がないことを確認しておりま

す。 

0:55:16 以上となります。 

0:55:19 これは説明者の方を交代させていただきます。 

0:55:25 中国電力の竹内です。 

0:55:28 別紙 6 の説明をさせていただきます。 

0:55:31 こちらはベント実施に伴う現場操作の被ばく評価について説明した資料になっ

ています。 

0:55:38 まずは全体の話になってしまいますが、記載の適正化箇所については、補正

申請時点では、当社設置許可まとめ資料ベースで作成していましたが、他社

の工認資料の状況、 

0:55:51 踏まえて充実化等させていただいてございます。 

0:55:54 内容を変えるものではございませんので、細かい点に関しては説明を割愛さ

せていただきますが、大きな箇所については、資料の説明の中で説明をさせ

ていただきます。 

0:56:06 比較表の方、ページ数 233 ページをご覧ください。 

0:56:16 別紙 6 の資料構成等をしまして、当社は柏崎の資料ベースで作成をしている

ため、当会とかなり記載が異なってございます。 

0:56:25 ただ、備考欄に記載の通り、内容としては概ね同等なものを記載しています。 

0:56:32 その上で、設備や運用上の相違から、評価上差異が生じる主な内容について

は、備考欄、例えば、233 ページ備考欄の上部でございますが、 

0:56:45 当社は、ベント弁の数、現場操作 5 人、操作エリアにとどまらず、中央制御室

に移動するため、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:56:52 弁操作場所にとどまる設備を設けていない点、 

0:56:56 こういったことや、256 ページをご覧ください。 

0:57:03 こちらの備考欄、中部も、 

0:57:06 ところになりますが、当社は第 2 弁、第 1 弁という順番で、ベント弁の開操作を

実施するため、第 2 弁操作時に、ベント配管は線源とならない。 

0:57:17 そういった点。 

0:57:18 また、265 ページ。 

0:57:22 中頃になりますが、 

0:57:25 当社はベント弁。 

0:57:26 操作におけるアクセスルートは屋内同等のみになります。 

0:57:31 こういった点について大きな相違点については比較表上、もちろん記載してご

ざいます。 

0:57:39 トーカイと大きく相違ございますので冒頭に戻る。 

0:57:44 233 ページに戻らさしていただいて、柏崎の相違点について、主な点について

説明をさせていただきます。 

0:57:53 233 ページ下部になりますが、 

0:57:59 想定する作業と作業時間ＴＨＡＩ作業エリアについて説明をした記載でございま

す。 

0:58:05 評価条件の層位とつきましては、当社は作業時は作業場所、移動時は、移動

経路を代表する地点で評価をしてございます。 

0:58:15 例えば第 1 名の操作位置はリアクタービルの 1 階または二階になるんですけ

れども、移動経路としては、リアクタービル 3 階が主たる点として評価をしてご

ざいます。 

0:58:26 次に 234 ページをご覧ください。 

0:58:31 こちら想定シナリオ、放出放射能量については、特に大きな差異はございませ

ん。ただページ下部、大気拡散評価については、評価条件に相違がございま

して、当社は、 

0:58:44 評価点及び着目方位を除き、 

0:58:48 中央制御室の居住性評価における被ばく評価と同じ。 

0:58:52 ものを使用してございます。 

0:58:55 また、大気拡散における評価点についても先ほど同様でございますが、各作

業移動経路ごとに設定してございます。 

0:59:06 236 ページをご覧ください。 

0:59:11 こちら屋外の被ばく経路及び評価方法について説明をした記載でございます

が、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 
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0:59:18 当社は屋外の線源として、地下かつ十分な遮へいに囲まれているという理由

から、格納槽内のベント設備を考慮してございません。 

0:59:29 また、ページの下部の方から、次ページにわたって記載の通りですが、 

0:59:35 ベント実施に必要となる作業の相違もありまして、屋外線源のうち、フィルタベ

ント設備に関わるものは地上に露出する出口配管汚染源としてございます。 

0:59:49 238 ページをご覧ください。 

0:59:52 こちら屋内脳被ばく経路について説明をした記載でございますが、 

0:59:58 大沢グランドシャインも被ばく経路として考えて評価をしてございます。 

1:00:04 239 ページ。 

1:00:06 野地常務になりますが、 

1:00:10 屋内の被ばく経路として、ＳＧＴフィルターについても、ベント実施時の操作場

所付近にあることから、こちらも漸減として評価してございます。 

1:00:23 240 ページをご覧ください。 

1:00:28 こちら記載の差異ではございませんが、被ばく評価結果をまとめたものでござ

います。 

1:00:36 当社の評価結果として最も線量が大きくなる作業で、 

1:00:40 約 13ｍＳｖとなっております。 

1:00:43 こちらは、線量限度 100ｍＳｖを下回ることから、被ばくの観点からベント作業

が可能であることを、 

1:00:52 当社は確認してございます。 

1:00:58 256 ページをご覧ください。 

1:01:02 記載の適正化になるんですけれども、256 ページ、257 ページに、 

1:01:09 図 1－6 としてタイムチャートを追加しております。 

1:01:13 これは設置許可の段階では提示していなかったものでございますが、今回先

行電力の記載状況を踏まえ、追加させていただいています。 

1:01:23 技術的能力でご説明済みのタイムチャートを確保したものでございます。 

1:01:28 被ばく評価における各作業の作業時間の設定の根拠としてお示しするもので

ございます。 

1:01:36 審議しているものでございます。67 ページをご覧ください。 

1:01:46 こちら図 3－5 として、 

1:01:49 大気放出過程の概略図を追加させていただいております。 

1:01:54 こちらは設置許可時に、提示していなかったものでございますが、 

1:01:58 横並びということを踏まえ追記したものです。 

1:02:03 前のページでお示ししている図 3－1 から図 3－4。 
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1:02:08 の大気放出過程の図を一つの概略図としてまとめたものでございますので、

特段新たに何かを示すものではございません。 

1:02:21 別紙 6 の説明は以上になりますが、補足説明資料を用意していますので、こ

ちらの説明をさせていただきます。 

1:02:33 Ｎ－Ｓ2－他－063、 

1:02:38 補足説明資料の比較表の方ご覧ください。 

1:02:47 こちら被ばく評価に関する補足説明資料をまとめたものの目次の比較表でご

ざいますが、 

1:02:55 補足説明資料の内容としては、被ばく評価で使用する条件である。 

1:03:01 放出される放射性物質 

1:03:04 ですとか、地表への沈着速度を使用する気象条件、また、評価、評価対象と

する線源の選定評価モデル。 

1:03:12 それからウェットウェルベント、ドライウェルベントの比較、格納槽の遮へいの

熱状況について補足した補足説明資料でございます。 

1:03:21 法政としての先行電力との相違については、 

1:03:26 コンクリート密度に関しては、当会こういう案件。 

1:03:29 ベント実施に関わる屋外作業の被ばくについては、当社の本体説明資料に記

載。 

1:03:36 評価条件の変更点については設置許可段階から当社特段変更点ございませ

んといった状況でございますので、 

1:03:43 目次上若干の相違はありますが、基本的には先行電力と同様の内容の補足

説明資料になってございます。 

1:03:52 また、補足説明資料のうち、設置許可段階から、資料として新たに追加したも

のがございますので、 

1:04:00 この場で説明をさせていただきます。 

1:04:03 具体的には、補足 2 の一部、 

1:04:06 それから補足の 4。 

1:04:08 10、 

1:04:09 12、 

1:04:10 13、14 になりますが、 

1:04:13 こちらも先行電力の説明状況を踏まえて追加させていただいたもので、特に設

置許可段階から内容に変更があるものではございません。 

1:04:23 その他については、記載ぶりの修正等ありますが、設置許可段階と同様の資

料になってございます。 

1:04:32 補足説明資料、 
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1:04:36 Ｎ－Ｓ2－方 011、 

1:04:40 Ｉ05、 

1:04:43 －296 ページをご覧ください。 

1:04:55 こちらの資料、 

1:04:57 補足になりますが、補足は、格納容器内の除去効果について補足した整理資

料でございます。 

1:05:05 こちらの 298 ページ。 

1:05:08 補足 2－3。 

1:05:10 の 1 ポツ、沈着及びドライウェルスプレイによる、 

1:05:14 除去効果について、こちら、今回説明を追加させていただいております。 

1:05:22 ＭＡＡＰ上で、特定の除去効果 2 を除外した場合、ＤＦにどういう影響があるか

感度解析をさせていただいたもので、 

1:05:31 結果としては、7 日後時点において、重力沈降による除去効果に若干感度が

確認されたといったものでございます。 

1:05:40 次に、 

1:05:41 312 ページ。 

1:05:45 をご覧ください。 

1:05:47 こちら補足の 4 でございますが、 

1:05:50 無機ヨウ素の、 

1:05:53 サプレッションプールでのスクラビング効果による除去効果について、補足し

た資料でございます。 

1:06:01 スタンダードレビュープランという文献に基づいて当社ＤＦ5 を設定させていた

だいてますが、他の知見としてどういったものがあるかを示した上で、ＥＦを使

って問題ないかといったものを、 

1:06:14 補足させていただいてございます。 

1:06:18 次に、343 ページをご覧ください。 

1:06:27 補足の 10 になりますが、 

1:06:30 こちらはベント弁の操作において、評価する線源について、 

1:06:35 どういったものがあるか補足する資料でございます。 

1:06:39 ベント弁を操作するまでのアクセスルートをお示しした上で、他に評価すべき

線源がないことを説明をしてございます。 

1:06:50 次に、350 ページご覧ください。 

1:06:54 こちら補足 10 になりますが、 

1:06:57 直接線スカイシャイン線グランドシャイン線、それぞれの被ばく評価における評

価モデルを、 
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1:07:03 お示ししたものでございます。 

1:07:07 次に 355 ページをご覧ください。 

1:07:11 こちら補足 13 でございますが、 

1:07:14 ウェットウェルＤ／Ｗそれぞれのベントにおいて、被ばく評価の違いについてお

示ししたものでございます。 

1:07:23 細かい評価条件の違いは、 

1:07:25 ございますが、作業員の被ばく量という観点からは大きな違いはないといった

ものを示したものでございます。 

1:07:35 360 ページをご覧ください。 

1:07:38 こちら補足 14 になりますが、 

1:07:42 格納槽、 

1:07:44 ベントフィルタの格納槽の熱状況の評価についてお示ししたものでございま

す。 

1:07:50 γ線による温度上昇が最も厳しい箇所において、評価結果としては 68 度とい

う評価でございまして、 

1:07:58 γ線に対するコンクリート温度制限値である 177 度以下であることを確認した

資料でございます。 

1:08:08 別紙 6 の説明は以上になります。 

1:08:15 比較表に戻っていただいて、 

1:08:20 比較表の 275 ページをご覧ください。 

1:08:26 こちら、先行電力、 

1:08:29 では別紙 7 として資料記載しておりますが、当社設備の相違によってこちら自

主対策設備に関連するものでございますので資料はつけてございません。 

1:08:43 市全体の説明としては以上でございます。ご質問等ございましたら、よろしくお

願いします。以上です。 

1:08:55 規制庁仲間ですご説明ありがとうございました。それ、前回、 

1:09:01 やけ、都築っての、4 ポツ、比較庄野。 

1:09:06 121 ページの 4 ポツ以降だと思ったんすけど 4 ポツ以降って前回やりましたっ

け。 

1:09:12 つまりちょっと確認だけ。 

1:09:17 中国電力の植田です。前回の説明範囲の中で 4 ポツ、 

1:09:23 カラー 

1:09:24 までやっておりまして、ページで言うと 131 ページ。 

1:09:29 までが前回の説明範囲と考えておりまして本日の説明は 132 ページから、 

1:09:35 説明させていただいたものとなります。 
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1:09:38 以上です。 

1:09:44 規制庁ナガタ了解すみませんちょっと勘違いしてましたんでちょっと少々お待

ちください。 

1:10:10 規制庁ナカムラずすみませんちょっと細かいところなんですけど 132 ページ

で、 

1:10:15 （1）の 

1:10:19 真ん中あたり、原子炉格納容器内雰囲気は系統待機時からって書いてあって

で、 

1:10:27 多分この系統待機時って、全厚の見たらちょっと書きぶりが違ってるので、差

分の抽出Ⅱ、多分、 

1:10:39 書きぶりの違いだけなんで、実践にはならないと思うんですけど、確認して、 

1:10:46 適正化をお願いしたいとますがいかがでしょうか。 

1:10:52 中国電力の植田です。ご指摘いただきました通りこちらの系統待機時につきま

してはフィルタベント系の系統待機時を示しておりまして島根 2 号機では、 

1:11:04 系統待機時ベント実施時弁当。 

1:11:07 停止時といった形の文言に統一しておりますので、こちらについては表現の相

違ということで識別をさせていただきたいと思います。以上です。 

1:11:20 規制庁中根さん、了解しました。続いて 135 ページなんですけど、 

1:11:27 これも許可のときに、ちょっと議論になったと思うんですけど、 

1:11:35 135 ページの（2）の系統における水素濃度監視で、なお以下のところですね、

なお以下で準備を実施するんですけどここって、 

1:11:44 第 1 弁データでうち水素濃度による測定の準備の中に雨水排水ドレーンの占

めるっていうのは、 

1:11:51 ここうにやられるという認識でよろしいですよ。 

1:12:02 中国電力の植田です。ちょっと技術的能力の審査資料のほう確認させていた

だきますので少々お待ちください。 

1:12:44 中国電力植田です。 

1:12:46 少し調べるの時間をいただきますので、その他のご質問等ございましたらよろ

しくお願いします。 

1:12:54 規制庁の伊勢モリモトさんと稲井です。 

1:12:58 確か 2 日会合で議論になったと思ったんで、阿蘇令和入れてもいいのかなと

思い 

1:13:04 えっとですね比較表の 

1:13:07 154 ページ、ちょっと飛ぶんですけど、 

1:13:13 154 ページで、 
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1:13:17 東海第 1 の差分の説明で、 

1:13:20 島根 2 号機がスクラバ容器のマンホール溶接構造としってあるんですけど、 

1:13:25 マンホールってもともと何の目的なんでしたっけ 

1:13:29 開け閉めできるようにしてあるのが目的だと思ったんだけど、溶接にしちゃうか

わからないんじゃないかと思って、どういう意味なんだ。 

1:13:36 目的を説明してください。 

1:13:42 中国電力の植田です。マンホールにつきましては、内部の構造物の点検等の

際に使用することで設置しておりまして、 

1:13:52 必要、必要というか定期的に点検するために、開放する際につきましては、フ

ランジーではなくてマンホールの溶接部を、 

1:14:02 とその辺の部材についてちょっと点検を考慮した形状にしておりますので、そ

ちらの方を切り、切り離して中部の点検をして再度溶接し直すといった構造と

なっております。 

1:14:14 以上です。 

1:14:19 規制庁の伊勢です。今説明だとその溶接してあるところを点検のために切断し

て、そういう中を見るとそういうことですか。 

1:14:31 中国電力植田です。ご認識の通りです。 

1:14:39 規制庁の井関ですちょっとそこがわかるように、 

1:14:43 記載をして欲しいんですけども、そのマンホールルーは、点検用なんですけど

もそういった運用、今説明のあった運用をするということで溶接でもいいと。わ

かりました。 

1:14:55 そこの説明を追加してください。 

1:14:59 中国電力植田です。記載の方検討させていただきます。以上です。 

1:15:09 規制庁の井関次のページで、 

1:15:12 今回ラインとの差分でオリフィスの 

1:15:15 ベントガスの減圧を考慮して、 

1:15:18 上流側と下流があることがある最高使用圧力設定ってのは、 

1:15:21 これは、 

1:15:23 どこに対する比較なんですかね。 

1:15:25 は、 

1:15:26 まず決めたから、 

1:15:30 ちょっと東海第 2 との差分の説明をして欲しいんですけど。 

1:15:43 中国電力の上田です。 

1:15:45 ページが 155 ページのところの、 

1:15:49 学金も、 
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1:15:52 いえ、心の 

1:15:54 そういう理由だと認識しておりまして、こちらについては、 

1:15:59 もう東海第 2 と見た目上の相違はないんですけど、 

1:16:04 うちが設定しております 427ｋＰａにつきましては、 

1:16:10 1Ｐｄ2Ｐｄの 253ｋＰａと異なる値を記載しているという意味合いでオリフィスの上

流側と下流側、最高主圧力を、 

1:16:21 設定を変えておりまして、下流側に設定設置されております銀ゼオライト、 

1:16:28 容器について、 

1:16:30 想定する圧力を 427ｋＰａに設定しているといった意味合いでございます。以上

です。 

1:16:59 規制庁ドイタケシタの今の記載の、 

1:17:03 402 並びパスはオリフィスの二次二次側というかその下流側の圧力を書いて

て、 

1:17:08 表現上はそれは書いてあって、 

1:17:12 入戸の際は、城流、 

1:17:18 料理の圧力の考え方が違うってことですか。 

1:17:21 ちょっともう一度設定してもらう。 

1:17:27 中国電力の植田です。こちらの際の、427 と    につきましては、その上の

段に記載しております①の増位に含まれていると考えておりまして、 

1:17:41 東海第 2 につきましては、一体型フィルター装置を採用しているため、オリフィ

スの上流下流に、 

1:17:51 は、 

1:17:53 申し訳ございませんフィルター装置内にあるものと考えておりまして、嶋 2 号

機の場合は、 

1:18:00 分離型のフィルター装置を設置しておりますので、スクラバ容器と銀ゼオライト

容器ということで銀ゼロライトフィルターを収納している容器がスクラバ容器と

は別の 

1:18:11 容器となっておりましてその配管繋いでいる配管の途中に、 

1:18:16 フランジを設けておりましてオリフィスを設置しております。で、その影響で、オ

リフィスの前後で最高主圧力を、減圧を考慮した値に変えているといったもの

になります。以上です。 

1:18:35 規制庁仲間さんの先ほどの東海第 2 の圧力、マスキングなんで、また削除さ

せていただきます。 

1:18:45 中国電力植田です。失礼いたしました。 

1:18:50 慶長日赤もともとのフィルターのシステムの違いがあってっていうこと。 
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1:18:57 でしょうか。今の説明だと、 

1:19:02 中国電力の植田です。ご認識の通りフィルターシステムとして 

1:19:08 分離型を採用していることによる違いと、オリフィスの前後で圧力を変えている

という中国電力の設計条件の違いによるものと考えております。 

1:19:19 以上です。 

1:19:22 規制庁の磯部説明はわかりましたがここもちょっとわかるように、 

1:19:28 見た目全く書きぶりは、数字は違うけど、 

1:19:33 一緒なので、 

1:19:35 少し補足備考に補足を、 

1:19:38 検討してください。 

1:19:43 中国電力の植田です。了解いたしました①の相違ということで上に書かせてい

ただいているものと、今、記載させていただいている上流側と下流側の圧力の

話。 

1:19:54 もう少し合体させる形で記載を拡充させていこうと思います。以上です。 

1:20:03 市長の石飛ですよろしくお願いします。少々お待ちください。 

1:20:13 規制庁規制庁仲村ですすみません等、四角の 136 ページで、 

1:20:20 確認だけなんですけど、格納容器酸素濃度括弧Ｓへの測定誤差ってプラマイ

0.5 ボールって書いてあるんすけど、これって、 

1:20:32 すいません格納容器 3 層とＢ系のイメージがあったので、ちょっと測定誤差と

しては大きいなと思って、確認なんですけど。 

1:20:42 これ測定誤差が 0．プラマイ 0.5 ボールで、 

1:20:46 いいんですよねという確認をさせてください。 

1:20:53 中国電力の福間でございます。 

1:20:55 はい。ご認識の通り、格納容器酸素濃度、 

1:20:59 ＳＡと格納容器酸素濃度のＢ系、異なるものになっておりまして、こちらのカッ

コＳＡの計器については 0.55％で間違いございません。 

1:21:10 以上です。 

1:21:12 規制庁中間です。わかりました。うふものがもともと全く違うっていうことです。

それともレンジが違うから。 

1:21:23 誤差が違うとかっていうそ、ちょっとそこをご説明いただけますか。 

1:21:32 中国電力古賀です少々お待ちください。 

1:22:17 中国電力の福間です。お待たせいたしました。衛藤格納容器の酸素濃度のＡ

とＢ系統Ｓａなんですけども、 

1:22:24 レンジも、 

1:22:26 若干異なる。 
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1:22:28 ものとなっておりますが酸素濃度につきましては、Ｂ系のワイドレンジに相当す

るような範囲を、 

1:22:35 有する、 

1:22:38 契機になってます格納容器さんそのＳＡの方が、 

1:22:41 のレンジがですね 25％になっておるんですけども、Ｂ系のワイドレンジ、 

1:22:47 025％と同じような計測範囲になっております。 

1:22:52 地域防災についてはここに記載しております 0.5％となりまして、ベント基準に

ついてはですね、衛藤、ベントの実施基準判断基準についてはですね、この

0.5％を考慮した上で設定しておりますので、 

1:23:06 継続性には問題ないものと考えております。以上です。 

1:23:12 規制庁ナカムラさん、了解しました我々に相当するものということで、計器誤差

0.5％考慮したところで理解しました。 

1:23:21 続いて、これも確認だけ 137 ページ次のページで、 

1:23:27 下請け化に対して水封されるっていうのが、一番下の方にあるんですけど、こ

れってどういうことかってご説明いただけますか。 

1:23:39 中国電力の上田です。枝管につきましては、ベントガス中、 

1:23:46 蒸気を含むベントガスのが主ラインに流れている状況を模擬しておりますの

で、順次ドレンというのが発生しておりまして下向きの枝管については、 

1:23:57 どんどんドレンがそこに入っていく構造となっておりますので、水封されること

で、 

1:24:03 窒素ガスとか水素ガス等の侵入がないような、ということで評価を対象外とし

ております。以上です。 

1:24:16 規制庁仲間さん、すいません理解しました。ちょっと、意図的に何かやってるの

かなと思ったので、ちょっとドレンで水封されってのはわかったのでそれを書い

といていただくってのは可能ですか。 

1:24:35 中国電力の植田です。水封されることでの前のあたりに、追記することで検討

したいと思います。以上です。 

1:24:44 規制庁仲間ですよろしくお願いします。 

1:24:47 少々お待ちください。 

1:24:54 規制庁の吉崎です。 

1:24:56 比較表の 159 ページ。 

1:25:02 また可搬型の普通の供給装置の容量で、 

1:25:06 ①②があって、下にそのスペックがあって、 

1:25:11 結局①と②でどっちが大きい。 

1:25:16 大きい。 
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1:25:18 供給量なるんでしょう。 

1:25:43 規制庁の施設の質問はわかりましたが、この 010 で、どちらが大きいかという

のと、この下の基本との関係を説明してくださいということなんで、 

1:25:56 中国電力の上田です。①と②につきましては①の方で、 

1:26:02 100 立米パーアワーというのを設定して評価をしておりまして、丸 2 の方で、ペ

ージ数といたしまして 162 ページのところの上の辺になりますけど、 

1:26:14 必要実装供給量ということで 30.6 というのを計算しておりますので、①で設定

した 100 立米パーアワーに包絡されるので、十分な容量があるという設定をし

ておりますので、 

1:26:27 ①の方が容量の大きい方と考えております。以上です。 

1:26:54 市長の井関さん、それが何か、①の方が大きいからそれに、 

1:26:59 2 が包絡されるってのは、どっか書いてあるんですかね。 

1:27:03 ここの表の下でも書いて欲しいんですけど、 

1:27:06 少し、 

1:27:07 どこに書いてあるのかわかりますか。 

1:27:13 中国電力の植田です。ちょっと説明の方が少し間違っていたかもしれませんが

0102 ともに、最終的に 100 立米パーアワーで設定してますということで、どち

らもから 100 立米パーアワー。 

1:27:27 という設定になった。 

1:27:29 窒素ガス供給量として設定しておりますという内容になっておりまして、一応

162 ページの方につきましても必要数、窒素量については 30.66、 

1:27:41 なんですけど、これに余裕を見込んで 100 と設定しておりますということで、ど

ちらかに包絡されるというよりは、どちらも 100、 

1:27:50 必要量を読み込んだ必要量ということで設定させていただいています。以上で

す。 

1:28:21 市長にご出席、説明はわかりました。ただ説明の一番上にも、12 を考慮して

設定ってあって、 

1:28:29 これ見ると何か、 

1:28:31 予容量が書いてないんで、 

1:28:34 下に、 

1:28:35 出るんですよね。 

1:28:38 両方とも 100 立米パーアワーでやってるからこれでいいんですよっていうこと

が、もしそれで、それを伝えたい資料だったら、もう少し明確にして欲しいなと。 

1:28:49 記載を検討いただけますか。 

1:28:55 中国電力の植田です。記載の方検討させていただきます。以上です。 
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1:29:27 規制庁仲村です。すいません 

1:29:30 それは 0 一井の方で、 

1:29:34 必要な窒素供給量っていうのは 

1:29:39 書いてないとか（1）で、100 でやりますっていうふうにしか書いてなくて 0（2）の

方は、必要窒素供給量ってのがちゃんと書いてるんで、 

1:29:49 包絡されてるというか、ように見えるんですけど。 

1:29:52 おそらく①の方で必要窒素供給量っていうのが、 

1:29:57 説明いただいた上で、 

1:30:01 100 立米。 

1:30:03 アワーで地質を介し長期するんで、設計上大丈夫ですっていうような説明にな

った。 

1:30:10 てればいいんだと思うんですけど、それはいかがでしょうか。 

1:30:25 中国電力の内藤です。 

1:30:28 （1）の方につきましては、100 立米パーアワーを用いまして、 

1:30:35 窒素ガス供給を持ちまして、それで問題ないこと。 

1:30:41 を確認しているというものになります。 

1:30:44 ですので 

1:30:45 幾ら以上であればその容量で問題ないかというところは、 

1:30:52 確認してはおりません。 

1:30:53 ただその日、 

1:30:55 当社として設定した、②、 

1:30:58 の方で設定したということになるかもしれませんがその設定した。 

1:31:02 100 立米パーアワーで問題ないことを丸市でも確認できておりますので、それ

をもって、 

1:31:07 ①②を考慮して設定しているというところになります。以上です。 

1:31:19 規制庁ナカムラわかりました 0 一井は、 

1:31:24 ①あった場合はぜひその 100 でやった上で問題ないっていうのを確認したこと

をもって、 

1:31:30 100 にしたっていうことで理解でよろしいですか。 

1:31:37 中国電力の内藤です。その理解で合っております。はい。 

1:31:42 ユリペーパーで、 

1:31:45 解析上問題ないと。 

1:31:47 いうことで確認しております。以上です。 

1:32:07 規制庁ナカムラすみません先ほどのエザキっていうと、やっぱり②っていうの

は、3、必要窒素量で 100 で包絡されるっていうようなイメージ。 
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1:32:18 包絡されるんで 100 に設定したっていうようなイメージだと思うんですけど、 

1:32:23 今、両方を考慮して、両方とも 100 で設定したってなった。 

1:32:28 ではそれはちょっと、どういうことかってもう一度ご説明いただけますか。 

1:32:54 中国電力植田です。少々お待ちください。 

1:33:14 中国電力の内藤です。 

1:33:17 同じような話の繰り返しになってしまうかもしれませんが、 

1:33:22 ②の方で、 

1:33:24 必要な実流量というのを確認して、それを上回るものとして 100 立米％を設定

しているという、いうのがまず一つ。 

1:33:33 起こるそれを考慮しているというところ、あともう一つは、 

1:33:38 ①の内容も満足させないといけないというところなので、①については、100 立

米パーアワーで問題ないことを確認していると。 

1:33:47 いうところになります。 

1:33:49 それを踏まえて設定したというところなので、ちょっとそこを、 

1:33:54 あたりの、 

1:33:55 規制側、 

1:33:57 もう少しわかるように、 

1:34:00 記載はちょっと検討したいと思います。以上です。 

1:34:06 規制庁中田了解しますちょっと記載ご検討いただいてわかりやすくなればなと

思いますのでよろしくお願いします。 

1:34:16 中国電力の内藤です。承知いたしました。 

1:34:29 中国電力の植田です。先ほどご質問いただきました、水素濃度、 

1:34:35 フィルターベントの水素濃度の準備のタイミングの件でご回答が準備できまし

たので今ご回答させていただいてもよろしいでしょうか。 

1:34:45 規制庁仲村ですよろしくお願いします。 

1:34:50 中国電力上田です。その際ご確認いただきました雨水排水ラインの弁の閉め

る。 

1:34:57 手順の話なのですが、一応弁を閉止する手順につきましては、水素濃度の準

備の手順ではなくて、格納容器フィルタベント系のベント側の手順に、 

1:35:09 の一部として準備、閉止操作をすることで手順を作っております。その閉止操

作につきましては、緊急時対策要員が操作するということで、 

1:35:20 手順の方作らせていただいておりまして水素濃度系の準備とは別の手順で、 

1:35:27 準備をすることとしておりまして水素濃度系につきましては、実際には弁当末

期の方、ベント停止時に使用する設備なので、 
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1:35:38 ベント前から準備する必要はないんですけど念のため準備をしておくといった

ものになります。以上です。 

1:36:00 規制庁仲村です。わかりました私もちょっと思い出してきました。 

1:36:05 この雨水排水ラインの閉める操作って 

1:36:10 系統の準備のところとか、すいませんちょっとどこかに書いてありました。 

1:36:33 中国電力の相田です少々お待ちください。 

1:37:10 中国電力の植田です。比較表の 68 ページの方をお願いします。 

1:37:17 こちらで排気管排水設備の設備のご説明をさせていただいておりまして、そこ

の説明文章の下の方、なお書き以降ですが、 

1:37:28 雨水排水ラインの止めベーン、 

1:37:30 についてはベント実施前に人力で確実に閉操作できる運用とし、ベントガスが

雨水排水ラインを通じて排水排出されることを防止するということで、 

1:37:41 雨水排水ラインの止め弁の閉めるタイミングについてはこちらに記載しており

ます。以上です。 

1:38:14 規制庁仲村です東海ところはわかりました。その上で、すいません。ちょっと、 

1:38:21 別紙 1 の方のそういうイメージで系統の差 130－133 の 

1:38:29 （イ）の系統の各運転状態において設計上の考慮っていうところで、 

1:38:36 プラント通常運転中から、ベント実施前、ベント実施ちょっとうベント収束という

ところで書いてあるんですけど、 

1:38:44 ここ 2、ベント実施前ですかね。 

1:38:50 年度実施前のところで、雨水排水ドレンの 

1:38:54 閉操作っていうのは、 

1:38:56 どっかにあるといいなと思ったんですけど、ところは設計上の考慮なので運

用、 

1:39:02 については特に書かれてないという理解でよろしいですか。 

1:39:11 中国電力の上田です。別紙 1 につきましては、関戸運用、両方の面から可燃

性ガスの爆発防止を、 

1:39:21 することをご説明しておりますので運用の部分を書いてないというものではな

いんですけど、先ほどの雨水排水ラインにつきましては水素が数の蓄積等を

考慮した、 

1:39:34 対策の設備ではございませんで雨水が流入した際に、凍結防止等、 

1:39:40 を図るための設備になっておりますので別紙 1 の可燃性ガスの爆発防止対策

に用いる設備ではないことから、別紙 1 の方には記載がある。 

1:39:51 をしないこととしております。以上です。 
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1:40:05 規制庁の赤松了解しました。ちょっとここは水素爆発防止対策の観点で書か

れているということで、雨水排水はどちらといえば 

1:40:13 凍結とかの防止等後、空いてたことによるの、 

1:40:19 出口の 

1:40:20 被ばくの線量が上がるというのを防止するためのものと思っているのでは 

1:40:25 はい。ここで書く必要ないことは理解しましてありがとうございます。 

1:40:43 規制庁仲村です。すいません。ちょっと続いて、100、100140 ページの、 

1:40:50 表 1 の一覧の⑩なんですけど、 

1:40:54 ここ、 

1:40:57 不燃限界の長谷の判定値が、 

1:41:00 バーになってるってのは、ちょっとすいません。理由をご説明いただいてもよろ

しいですかね。 

1:41:13 中国電力の上田です。不燃限界ながさあ、出野評価対象となる配管につきま

しては水平配管。 

1:41:22 が対象となっておりまして、組み合わせのは、枝管については、不燃限界長さ

で評価するもの、できるものとしてガイドラインの方に規定がないため、 

1:41:34 不燃限界長さの判定値については存在していないということでバーを入力させ

ていただいております。以上です。 

1:41:59 規制庁ナカムラさんわかりましたこの上向き分岐の組み合わせ高っていうの

は、そもそも不燃限界長さの判定値はなくて、 

1:42:08 この可能性については、その長さの判定値よらず考慮するっていう、 

1:42:17 理解でよろしいですか。 

1:42:22 中国電力の植田です。ご認識の通りで、ガイドラインで評価対象として蓄積評

価ができるものとできないものということで、部、 

1:42:33 区分けがありまして、上向き分岐かどうかはあれなんですけど組み合わせ高

につきましては、もう詳細評価ということで蓄積、 

1:42:43 した場合の強度評価に、 

1:42:46 評価内容が移行してしまいますので、後、 

1:42:50 今後ガスの蓄積の可能性を評価するというよりは蓄積した後の評価になって

しまうということで、今回は、可燃性ガスの蓄積があるものとして評価して、 

1:43:01 ありということで、バイパスライン等の設置を検討したものとなります。以上で

す。 

1:43:11 静聴ナカムラですわかりました。それ、ちょっともう 1 個、 

1:43:18 ウェブの一井の方もばーんなってるんすけどこれも同様にだと思うんすけど、2

分の 1 評価対象外ってなってるのは下の契約案なんで評価対象外で、 
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1:43:29 この中のバーっていうのは、これによらず、判定するんで、評価対象外ではな

いので坂やってるっていう理解でよろしいですか。 

1:43:41 中国電力の植田です。ご認識の通り、今後ガスの蓄積評価について、丸の

中、組み合わせ高については評価対象外ではなくて、 

1:43:51 どちらかというと蓄積する側になりますので評価対象外という記載ではなくて、

判定基準等がないということでバーを記載させていただいております。以上で

す。 

1:44:06 規制庁永沢わかりました①とか⑩の丸一井の分減額判定値のバー等、 

1:44:15 ⑩のバーって意味メールちょっと違う、違うってことですかね。 

1:44:31 中国電力の上田です。 

1:44:33 不燃限界長さの判定値が規定されてるものっていうものが水平配管。 

1:44:39 になりますので、下向きの枝管、上向きの枝管どちらとも 

1:44:45 年限界長さの判定値というものは存在していないということになります。 

1:44:50 なのでこちらのバーにつきましては、同じ意味合いかなと考えております。以

上です。 

1:45:01 わかりました規制庁中出わかりました判定値がないということで、同じ意味合

いの場になってると理解しましてありがとうございます。 

1:45:21 規制庁の吉武です。比較の 187 ページ。 

1:45:25 ちょっと飛ぶんですけど、 

1:45:29 6 月 17 ページどう。 

1:45:32 そういうのと一番下の相違ですね。 

1:45:35 島根 2 号機はベントガスの凝縮に寄与する構造物とＣＢ細管考慮して評価し

ても、 

1:45:42 ここ、これの、 

1:45:44 具体的な 

1:45:46 理由を説明してもらう。 

1:45:52 中国電力の植田です。こちらの水位評価につきましてはベント実施時の凝縮、 

1:46:00 を考慮したものとなっておりまして、凝縮についてはフィルター装置、 

1:46:06 島根で主スクラバ容器だけではなくて入口配管についても、ベントガスが流れ

てる最中に凝縮することが考えられますので、 

1:46:16 そちらも含めた凝縮量というのを計算していますというそういう理由になってお

りまして、188 ページの方をお願いします。 

1:46:28 パッキングの範囲内にはなってしまうんですけど、こちらで入口配管の重量だ

ったり、 

1:46:36 ていうのを設定させていただいておりまして、 
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1:46:39 そちらを評価の中凝縮量の評価として入れ込んだ形で、水の、 

1:46:45 一番高い水位というのを出しているということになりますといった相違となりま

す。以上です。 

1:47:01 規制庁に確認しなかったらこれ保守的な評価になるのかっていうところを、 

1:47:07 説明してもらえますかね。 

1:47:12 中国電力の上田です。187 ページの評価につきましては上限水位に対する評

価になりますので、凝縮量を多く見積もった方が保守的と考えております。 

1:47:25 なので入口配管を考慮した場合の方が、凝縮量はもちろん増えますので、 

1:47:31 いえ、 

1:47:32 保守的な評価となっていると考えております。以上です。 

1:47:38 規制庁の吉崎です。説明はわかりましたので少し移行の方また、今の説明、 

1:47:45 文を 

1:47:46 追記していただきたいと思います。 

1:47:50 よろしいでしょうか。 

1:47:53 中国電力植田です。 

1:47:55 ご指摘の内容は理解しました少しマスキングの範囲を、 

1:48:00 触れてしまいますので、メーカー等含めて、書ける内容といったところは調整さ

せていただきたいと思います。以上です。 

1:48:17 規制庁の施設マスキングに関係なく、上限水位、 

1:48:23 保守的に評価するためとか、何か関係ないと思うんですけど 

1:48:27 はい。 

1:48:30 影響しないと思うんですけども、記載の検討をよろしくお願いします。 

1:48:37 中国電力植田です。了解いたしました。 

1:48:41 記載の保険とさせていただきます。以上です。 

1:48:46 規制庁仲村です。すいません 

1:48:50 比較表の 100、 

1:48:54 91 ページの 

1:48:57 スキームだな。 

1:49:00 180 ページの管理値推定について、2.1 ポツ、1.2 とか 1.2 ポツで、 

1:49:08 ずーっと説明があって、 

1:49:12 191 ページで、 

1:49:14 結果を出してるんですけど、 

1:49:17 整形の管理値って、何か違う松木なんでちょっと違うとしか言えないんすけど、

違う気がするんですけど。 

1:49:27 修正いただけますか。 
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発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:49:38 中国電力植田です。大変失礼いたしました。 

1:49:41 下の図に書いてある推定の方が正しい数字と考えておりますので、記載の方

見直させていただければと思います。以上です。 

1:49:59 規制庁仲村ですよろしくお願いします。 

1:50:24 規制庁仲村ですすみません、戻って企画書の 144 ページ。 

1:50:29 なんですけど、 

1:50:31 この系統運転状態の概略系統図、 

1:50:37 何で 11－6 ですね。 

1:50:39 それこれちょっと系統運転状態。 

1:50:45 って書いてあるんですけど、 

1:50:47 系統運転状態だったら、 

1:50:51 大連か第 2 弁ってかいじゃないかなと思うんすけど、これ今ちょっと見る限りヘ

リになってて、ちょっとこれがちょっと、どういうことかっていうご説明いただいて

もよろしいですか。 

1:51:12 中国電力の上田です。 

1:51:14 大変申し訳ございません。ご指摘いただいた第 2 弁の方ですけど手順上で開

けております。開けないとベントができませんので、開のマークに変更させてい

ただければと思います。 

1:51:26 以上です。 

1:51:30 規制庁中間です。わかりました。よろしくお願いします。ちょっとあわせて 

1:51:35 確認をしていただきたいのが、その概略系統図、今、パートを見てたんですけ

ど、 

1:51:42 基本的にはそのウェットウェル側の第 1 弁が、 

1:51:47 多くの図で開になってて、大変じゃないかなって思うのもあったのでちょっともう

一度ご確認いただいて、図の修正が必要であればお願いできればと思うんで

よろしくお願いします。 

1:52:02 中国電力植田です。大変申し訳ございませんちょっと弁の開度については、第

1 弁第 2 弁を含めて、全体的に少し見直させてもらって必要に応じて修正させ

ていただければと思います。以上です。 

1:52:20 規制庁仲村です。すいませんちょっと木曽の関連で、補足のほうにいっちゃう

んですけど、補足の 85 ページ、84 と 85 ページなんですけど 

1:52:31 ずーっと図 3 で、 

1:52:36 圧力降下操作時の系統構成等、 

1:52:39 宇和通行化中に学校が操作中に、信号が発生した場合の系統構成で、 

1:52:45 ちょっと多分これ、マルとバツが対応してる形になってると思うんですけど。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

1:52:51 おそらく第 1 弁のバイパスレーン、13 の方ですね、大Ｄ／Ｗの 

1:52:58 第 1 バイパス弁の方がバツじゃないかと思うんすけど、これもちょっと確認して

もらってもよろしいですか。 

1:53:14 中国電力植田です。大変申し訳ございませんこちらについても×の記載値が

間違っておりますので、金、窒素ガスパージ中に空いてた弁ということで、 

1:53:26 バイパス弁側にバツの記載を移動させたいと思いますので訂正させていただ

きます。以上です。 

1:53:35 規制庁永見ですよろしくお願いします。 

1:54:17 規制庁の吉武です。比較表の 240 ページ、 

1:54:25 これあの際、先ほど説明あった評価結果被曝の評価結果で、 

1:54:30 その斉田伊井の被ばくが 13ｍＳｖと。 

1:54:34 てあるんですけども、 

1:54:36 これをする人ってのは先ほど何かフローチャートをつけていただいて、作業員

のどこの方かっていうのは説明できます。 

1:54:52 中国電力の竹内です。最大線量となる 13ｍｍというのは、第 2 弁の操作、 

1:55:00 に該当するものでございます。 

1:55:03 第 2 弁の操作については、 

1:55:08 現場の運転員ＢＣ、図の 1－6 で言いますとこちらに該当するものでございま

す。以上です。 

1:55:20 規制庁の井関、運転員ＢＣの書いてるページって、何ページですか。 

1:55:26 中国電力の竹内で申し訳ございません。比較表の 256 ページをご覧ください。

こちらの図の 1－6、タイムチャートになります。 

1:55:39 こちらでご確認のほどよろしくお願いします。以上です。 

1:55:50 規制庁の吉崎です。上と下これＷｅｔぐらいの差で、 

1:55:54 同じように、運転員ＢＣが、 

1:55:57 ＭＡＣＣＳ13 になるんでしたっけ。 

1:56:07 中国電力の竹内です。 

1:56:10 タイムチャートの上下はＷｅｔとドライのそれぞれのタイムチャートでございまし

て、それぞれにおいて 13、 

1:56:20 というのが、 

1:56:24 ウェットウェルベント、 

1:56:26 それから、ドライウェルベント、同じく第 2 弁の操作の評価になります。以上で

す。 

1:56:34 以上です。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 
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1:57:08 評価結果の、中国電力の竹内でございます。評価結果としましては、比較表

の 250 ページ、251 ページに表でまとめてございます。 

1:57:19 こちらの別途メール 250 ページがウェットウェルベントそれから 251 ページが、

ドライウェルベントの被ばく評価結果でございます。 

1:57:29 補足としては以上です。 

1:57:52 規制庁の吉武です。Ｗｅｔも大網ＭＡＣＣＳ13 で、 

1:57:56 同じ。 

1:57:58 同じで、運転員Ｉ．分けず 

1:58:05 ＢＣ2 人とも、13ｍｍアビルってことですかね。 

1:58:14 中国電力の竹内でございます。運転員、現場操作員のＢＣ2 人とも、13ｍｍア

ビルという、ご認識の通りでございます。以上です。 

1:58:29 規制庁の伊勢です再最後のタイムチャート等、 

1:58:33 と。 

1:58:34 リンクを貼ってもらうことは可能でしょうか、その最大アビル人はこの人ですっ

ていうのがわかるようにしていただきたいんですけども、可能でしょうか。 

1:58:52 中国電力の竹内でございます。タイムチャートのほうの記載をちょっと工夫さ

せていただいて、被爆評価結果等リンクをさせた上で、最大アビル、 

1:59:05 最大線量アビルものがこちらですといったものをお示しするような形で、資料

の方、 

1:59:15 拡充させたいと思います。 

1:59:17 以上です。 

1:59:48 規制庁の井関です。確認だけですけど 

1:59:51 2 年悪い時の作業というよりも行くまでのその経路であげる。そういう理解でい

いのかと。 

2:00:02 中国電力の竹内です行くまでの経路でもありますし、第 2 弁の操作でも被ばく

することであります。タイムチャートのほう内訳のほうを記載させていただいて

ますが、 

2:00:16 移動時間としては、往復で 20 分作業時間としては 60 分の想定でございます

ので、もちろん作業時間の方が長いというところから、 

2:00:27 こちらが支配的になるのかなとは考えております。以上です。 

2:00:34 成長して、やっぱりその 2 弁を開けるためにそこにとどまるかそこで、 

2:00:42 アビルということで、私初めて思ったんすけど、違うのかなと。 

2:00:47 ですからその作業時間で、アビルということで、理解しました。 

2:00:54 そうします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:01:50 規制庁仲間ですすみませんちょっと細かいところなんですけど、私イメージとし

て第 1 弁の方が、 

2:01:56 角度Ｂ近いので大きいかなと思ってたんですけど、 

2:02:02 250 ページと 251 ページの表を見ると、 

2:02:07 イベントの一面で大きく違うのが地表面に沈着社報生物ガンマ線による外部

被ばくんなってるんですけどこれって、 

2:02:17 何かほぼ桁が違うくなるぐらい違ってるんですけど、法政の理由ってご説明い

ただけますか。 

2:02:29 中国電力の竹内です。違和感感じられるの誤認しきいはご理解いたします。

第一面のソーサーで実際には弁通しいたしますので、第 1 弁の操作の、 

2:02:42 方が、被ばく線量の方高くなる。 

2:02:45 ようなイメージっていうのはもちろん我々持ってございます。ただ評価上におき

まして第 2 弁の操作 1 の方が、なかなか、 

2:02:55 被ばく評価において考慮できるような遮へいというのがちょっと制限がござい

まして、その結果グランドシャインに対する遮へい、 

2:03:06 グランドシャインからの寄与がどうしても評価上においては大きくなってしまう

ことから、こういった形で二名の方が、被ばく評価結果が大きいといった、 

2:03:16 あくまで評価上の形になってございます。 

2:03:20 以上です。 

2:03:27 規制庁仲村です。わかりました 

2:03:30 第 2 弁の操作場所の方が著者遮へいが少ないという考慮できる者エラーの評

価上考慮できる者が、 

2:03:39 第 1 弁のそばに数少ないので、浦野社員が大きくなるということで、1 回します

し、 

2:03:46 Ａ、 

2:03:52 あ、最後、評価条件両者のかなり保守的に評価されてると思っといてよろしい

ですね要は実機というか、実際の作業をしたときに、 

2:04:02 第 1 弁の方が大きくなったりとかってことはないと思って欲しい。 

2:04:09 中国の中国電力の竹内です。ご認識の通りでよろしいかと思っております。先

ほどの例を挙げてみますと第 2 弁の操作位置の外壁、 

2:04:20 本来はあるんですけれどもうこちら、遮へい要求としてなかなか評価上考慮で

きないといった状況もありましたので、外壁なしっていうところで、グランドシャ

インの 

2:04:33 寄与がかなり強くなってございます。こういったこともいろいろありまして評価上

については、かなりあちこちで保守的に評価してございますので、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:04:44 大丈夫かと考えております。以上です。 

2:04:58 規制庁仲間です。わかりましたすみません、やっぱりちょっとイメージとして第

1 弁の方が大きいなっていうのが、 

2:05:05 思うので、ちょっとちょっとどこに書いていいかってのがわかんないんですけど

補足で、 

2:05:14 結構ですので、第 2 弁と第 1 弁の、 

2:05:17 要は評価の違いっていうのが、どっかに記載があるとありがたいなと思うんす

けど、もうすでにあるんでしたら、大丈夫なんですけど、ちょっと記載ご検討い

ただければと思いますがよろしいでしょうか。 

2:05:30 中国電力の武内です。補足の 13 にウェットウェルＤ／Ｗの評価の違い等、申

し訳ございません。ちょっと記載場所を検討した上で今の第 2 弁の話。 

2:05:43 について追記させていただきたいと思います。以上です。 

2:05:48 規制庁仲村ですよろしくお願いします。 

2:06:31 規制庁ナカムラですすみませんちょっとまだ、こちらから何点か指摘はあるん

ですけど、ちょっと時間も時間なので、また次回のコメント回答 2、指摘の方は

させていただければと思いますので、 

2:06:46 本日のここまでのコメント等内容確認をさせていただければと思いますがよろ

しいでしょうか。 

2:07:01 中国電力の内藤です。承知いたしました。 

2:07:11 中国電力の植田です。一つだけ後程ご回答とさせていただいておりましたスク

ラバ容器内のモデル化の話を、 

2:07:22 ご回答させていただければと思うんですけどよろしいですか。 

2:07:25 規制庁仲村ですよろしくお願いします。 

2:07:31 中国電力植田です。それでは補足説明資料の方の 195 ページ。 

2:07:37 お願いします。 

2:07:43 こちらの図 1 にモデル化の範囲ということで、 

2:07:47 示させていただいておりまして、ご指摘いただいたのは 

2:07:53 スクラバ容器の下段についておりますベンチュリノズルのところの右から二つ

目のところの、 

2:07:58 部分。 

2:07:59 に対するものと思っておりまして、基本的にこの引っされてる部分については、

隣にある、ベンチュリノズルに発生するクリアリング荷重といった、 

2:08:11 ものが発生しないので、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 
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2:08:14 クリアリングは、荷重を先ほど算出方法を説明した通り側道に起因する荷重に

なりますので、紛失がない石フランジについては発生しないものと考えており

まして、 

2:08:27 隣にあるベンチノズルのフランジ部に評価は包絡されてしまうものと考えてお

ります。で、モデル化の範囲がビームモデルとシェルモデルで違うといったとこ

ろにつきましては、 

2:08:40 シェルモデルの間、簡略化という意味合いで評価対象部位となる部分を、 

2:08:46 必要最低限でモデル化したといったところで、モデルの範囲が少し異なってる

といった、 

2:08:53 ところで考えております。以上です。 

2:09:01 規制庁仲村です。回答は理解しました。それならちょっとすいません貧モデル

等シェルモデルの違い。 

2:09:12 要はシェルモデルは加入化してるんで、記載がしてないっていうのを、 

2:09:19 先ほどご説明を、ちょっとどこかに書いといて欲しいなと思うんすけどいかがで

しょうか。 

2:09:29 中国電力上田です。承知いたしました記載のほうをどこかに入れるように検討

いたします。以上です。 

2:09:39 規制庁仲間ですよろしくお願いします。それでは、ちょっと指摘の確認をさせて

いただきたいとますよろしくお願いします。 

2:09:51 中国電力植田です。今から画面の補給させていただきますので少々お待ちく

ださい。 

2:10:38 中国電力植田です。ただいま画面の補給させていただいております。ご覧いた

だけてますでしょうか。 

2:10:45 規制庁仲間です。大丈夫です。 

2:10:51 中国電力植田です。 

2:10:53 本日いただきましたコメントの方、確認させていただきます。一つ目。 

2:10:59 補足の 162 ページ。 

2:11:02 ベンチュリノズル部について、下限水位等を図示すること。 

2:11:06 二つ目、補足 172 ページ、173 ページ。 

2:11:12 機関の解析に使用しているシェルモデルとビームモデルのモデル化範囲の違

いについて説明すること。 

2:11:20 三つ目、補足の 167 ページ。 

2:11:24 委譲力に係る記載を検討すること。 

2:11:27 四つ目、比較表 132 ページ、系統待機時の記載について検討すること。 

2:11:35 五つ目。 
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2:11:37 比較表 154 ページ。 

2:11:39 スクラバ容器のマンホールの目的及び運用について説明すること。 

2:11:45 六つ目、比較表 155 ページ、流量制限オリフィス以降の最高使用圧力の設定

について補足して説明すること。 

2:11:55 七つ目、比較表 137 ページ、水封されることの記載について検討すること。 

2:12:03 八つ目、比較表 159 ページ、可搬式窒素供給装置の容量の設定の考え方に

ついて補足して説明すること。 

2:12:13 九つ目、比較表 187 ページ、スクラビング水の水位評価において、ベントガス

の凝縮に寄与する構造物として、入口配管を考慮している理由を説明するこ

と。 

2:12:27 10 個目、比較表、191 ページ、管理値、括弧推定について説明すること。 

2:12:35 11 番目、比較表、144 ページ、図 1－6 の弁の開閉状態の標準の記載につい

て検討すること。 

2:12:45 続きまして補足 84 ページ、13 の系統構成の記載について検討すること。 

2:12:53 続きまして比較表 256 ページ、ベント実施時の作業員の被ばく線量と現場作

業のタイムチャートの関係を整理。 

2:13:02 説明すること。 

2:13:04 続きまして、比較表 250 ページ、第 2 弁開操作時と、第 1 弁開操作時の被ば

く評価条件の違いを説明すること。 

2:13:14 以上となります。過不足等ございましたらよろしくお願いします。 

2:13:20 一番は、 

2:13:23 これ推移を図示じゃなくて、何だ。 

2:13:28 測定の 0 と、円柱いいノズルの高さと、 

2:13:33 下限水位との関係をわかるようにっていうことだったんで、 

2:13:41 違うかなと思って。 

2:13:47 こちらが確認したいことは、 

2:13:50 まず 0 三野あたりがどこで、電柱等の高さと、 

2:13:56 下限水位との関係についてわかるようにしてくれということだったんですけど

も、趣旨は合ってるでしょうか。 

2:14:07 中国電力植田です。コメントの記載は少し、 

2:14:11 違ったかもしれませんが趣旨の方は理解しておりますので、必要な、 

2:14:16 水等の条件について、説明させていただくことで準備したいと思います。以上

です。 

2:14:40 規制庁仲間です。すいませんと 4 番の系統待機所について検討。 

2:14:45 することなんですけど検討というよりは差分抽出をし、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:14:51 やってくださいねっていうことなので別に記載を検討するっていうことではない

ので、ちょっとコメント残し方だけなんですけど、 

2:15:03 こちらの意図としてはそういう趣旨なのでよろしくお願いしますそれと 

2:15:08 中の管理値推定説明することってのも、これも説明を求めてるわけじゃなくて 

2:15:17 訂正し、間違って訂正してくださいねっていうだけですので、そこはよろしくお願

いします。まず、 

2:15:25 は以上です。 

2:15:30 中国電力上田です。 

2:15:32 ご指摘いただいた趣旨は理解しておりますので 4、№4 につきましては系統待

機時の記載について、先行審査プラントとの相違を説明することといった、 

2:15:43 形で、コメン等として残させていただこうと思います。 

2:15:49 №10 については今、表示させていただいてる内容で、 

2:15:54 起こさせていただきたいと考えております。以上です。 

2:16:01 規制庁中間ですよろしくお願いします。 

2:16:07 規制庁仲村さんと堀尾さん。残されたコメントについて何かあればお願いしま

す。 

2:16:24 ＡＣＣＥＳＳ堀野です。3 番のコメント私だと思うんですけど、 

2:16:30 一応記載に関することなんでグレー発注っていうか、 

2:16:34 そういう扱いで結構だと思いますんでよろしくお願いします。 

2:16:42 規制庁中です。了解しましたその他、Ｗｅｂの方、何かあればお願いします。 

2:16:52 特に、特にありません。 

2:16:55 特にありません。 

2:16:58 特にありません。 

2:17:02 規制庁の阿部さんありがとうございますそれでは、凸でこちらからは以上とな

りますので、中国電力の方から何かあればお願いします。 

2:17:18 中国電力の内村です。このコメントリストの中でですね 13 番で、 

2:17:24 リンク付けをということをコメントいただきましたけれども、本部の方で 13ｍｍと

いうのがあって、そのものが第 2 弁。 

2:17:35 オオノ作業ですよと。 

2:17:37 そ、その 13 ミリが第二名ですよと。そういうところを明示することだけをちょっと

考え、 

2:17:44 たらいいのか、もしくはそのタイムチャートの方にですね、すべての作業のウェ

ットウェルＤ／Ｗの被曝線量を書こうかと。 

2:17:54 ちょっとその辺、どちらにしようかと思っております。以上です。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

2:18:08 規制庁吉井です。132 の人が、どこにどういう作業してるかどうかわかればい

いので、 

2:18:17 はい。 

2:18:18 そういう趣旨で、 

2:18:19 お見せしましたので、わかりました中国電力の内村です。じゃ、前者の方で対

応を検討したいと思います。ありがとうございます。 

2:18:28 はい。よろしくお願いします。 

2:18:33 中国電力のナイトウですその他は特にございません。以上です。 

2:18:38 規制庁仲田ですそれではこれでヒアリング終了さしていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

2:18:48 ありがとうございました。 

2:18:50 明日、 

 


